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■　はじめに

　看 護 と は，“Nursing  is  not an  Art  but  a 
Character” であると述べたナイチンゲールは「優
れた看護師は優れた女性」1）であると述べ，優れ
た女性は「その知性（intellect），倫理（moral 
activity），実践（practice）において最上のもの
を患者に惜しみなく与える女性である」2）と述べ
た。優れた女性が具有すべき特性，つまり，それ
は優れた看護師が具有すべき特性である。そして，
ナイチンゲールは看護師がどうあるべきかに付い
て，又，どう教育されるべきかに付いて「訓練と
は何が成されねばならないかだけでなく，どの様
に成すべきかも教える事である。」3）と述べてい
る。人の精神は経験や活動という社会過程のみで
のみ，その存在を持ち，発展させている。ゆえに，
精神は社会過程を前提とする。よって，ある対象
に関して私達がその思考を完全に明瞭にするため
には，対象がおよそどれくらいの実際的な結果，
つまり行為として表出されたかを観察することで
ある。そこには必然的に彼女の教育思想が反映さ
れる。
　既に筆者は『ナイチンゲールの教育思想の源流 
日常生活は心に問いを抱かせ，知性はその問いに
答えを要求する』4），『ナイチンゲール精神的危機
から自立へのプロセス』5），『ナイチンゲールイギ
リス陸軍を改革する－学習（経験）したことから
学習せよ』6），『ナイチンゲールー女性の専門職を
創設する－19世紀は女性の世紀』7）などについて
報告したが，女性の専門職を創設すること，それ
は，病院看護の質の向上，国民や兵士の体力向上

をも目指した公衆衛生の普及のための取り組みを
実践することにある。そのことを女性達が実践す
ればイギリス社会に貢献したことになる。さすれ
ば女性達は社会での有用性を認識させることにつ
ながり，社会的位置づけも高められる。従って，
ナイチンゲールの看護教育の目的は女性の人格と
国民の健康を主眼としたものであり“人権思想”
に基づいている。その根本思想に加え極めて実践
的・行動主義的思想であり，かつ，極めて“自然
の法則”に添った考え方の持ち主であった。彼女
はイギリスの経験認識論と科学主義時代の影響を
受け，現実社会の観察で得られた情報とその分析
によって社会問題を明確にし，その問題の解決・
改善・改革を積極的に推進した女性であった。
　看護教育を開始するということ，それ自体『ナ
イチンゲールと看護教育－その教育目的へのアプ
ローチ』8）で報告したように，女性にシステム的
な教育を与える事，即ち，教育環境として整備さ
れた教育機関で医学的な教育を受けさせることに
よって“看護師”という新しい職業を生みだし9），
教育を受けた看護師達が病院で患者の回復に向け
た支援と健康教育を成す。その事によって，患者
の健康が回復し，再度，社会において生き生きと
した活動的な生活をすることが可能になる。さら
にナイチンゲールは，「明確な目的は実現してい
かなければならない」10）と述べ，看護教育の目的
は病院看護をより良くしていくことであると述べ
ている。そして労働によって自らの生活の糧を得
ようとする女性達を可能な限り訓練し，組織化し
ていくことであるとも述べている。それは女性達
の雇用の促進にもなり，社会的・経済的自立にも
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つながる。知性に優れ，その実践において倫理的
である理想的な看護師像を追求する。それは専門
職者としての専門的な知識・技術を有することで
あり，一人の人間としての人格の問題を追及する
ことでもある。
　ナイチンゲールが実施した教育方法については
既に筆者が『ナイチンゲールと看護教育－その教
育方法へのアプローチ』11）で論じたが，それはナ
イチンゲールが述べたように，実験的試みであっ
た。そして，1860年にナイチンゲールが開始した
看護師の教育方法は明らかに“見習い制度”であ
る。井上久男が「制度は思想の反映である」12）と
述べたように一般にあらゆる制度は，それを作っ
た者達の思想を反映する。看護に対する高邁な理
想を抱いたナイチンゲールが実践した教育方法は
見習い制度であり，徒弟制度を連想させるに相応
しい。もし，“見習い制度”による教育方法が，
彼女の理想とする看護師の育成が可能であるとし
たら，その教育作用はいかなるものなのか非常に
興味深い問題である。そこで，本論では，イギリ
スにおける教育の実情とその教育改革運動も含め
ながら，ナイチンゲールが実施した“見習い制度”
についてあらためて検証する。

■　イギリスにおける教育の実情

１．イギリスにおける教育の改革
　イギリスにおける教育実情はＢ・サイモンの

『イギリス教育史』13）やＴ・Ｈ・グリーンの『イ
ギリス教育制度論』14），Ｓ・ハンフリーズの『大
英帝国の子どもたち』15），『イギリス公教育の歴史
的構造』16）に見る事ができる。更に，当時の代表
的人物，チャールズ・ディケンズ17），シャーロッ
テ・ブロンテ18），トマス・ヒューズ19）などの自伝
的小説などでも検証できる。
　ジョン・ロック20）の『教育に関する考察』21）や
ジャン・ジャック・ルソー22）の『エミール』23）に
代表される様に，ヨーロッパにおける上流社会の
子弟の教育は，主として当時一流と目された家庭
教師によって行われるのが通常であった。上流社
会の子弟のみが受けられる高等教育としてイギリ
スでは，オックスフォード大学やケンブリッジ大
学が存在した。本来，この教育機関はキリスト教
の牧師養成がその主な目的であったが，そのうち，
宮廷人や上流社会の師弟をも入学させるように
なっていたのである。サイモンはこの両大学が科

学の発展には貢献しなかったと述べ「いかなる専
門的知識をも身に付けていないということが，優
れて紳士的なのであった。……その目的は古典の
勉強を通じて優雅な文芸に通じる事であった。」24）

と述べている。つまり，高等教育における教育は
実務につく専門職を養成する教育機関ではなく，
古典の勉強を通じて優雅な文芸に通じる教育をす
る場所であった。
　サイモンによれば教育改革は，1700年代後半に
始まっている。1848年頃には，ナイチンゲールの
友人であり知人でもあったオックスフォード大学
のギリシャ語教授， ベンジャミン・ジョウエット25）

等によって改革が推進された。又，中等教育とし
ては宗教団体によってグラマー・スクールが開設
されていたが，これも主にはラテン語やギリシャ
語の教育をしていた。このグラマー・スクールや
パブリック・スクールは先述した両高等教育に入
る為の予備校的存在であった。初等教育としては
家庭教育が主流であり，10歳くらいで両校に入学，
この中等教育機関で７～８年かけて教育を受けた
後，大学に入学することが許される。大学に入学
しないで専門教育を受けるものは独学，または既
にその職業に従事している者から，直接的にかつ
働きながら見習うという方式が一般的だった。そ
うした教育を受けて専門職として働いていても，
実質的には上流階級の者からは下層と見なされ，
その実力は正当には評価されないのが現実であっ
た。
　特に労働者階級における女子教育では，読・
書・算などのような基本的な教育も十分でなく，
家庭内で子女教育が出来るほどにも教育されてお
らず，全体的に習熟度は低かった。その上，公教
育も整備されていなかったので，その教育者も養
成されていなかった。1820年代には多くの私立学
校が設立されたが，これらの多くは“単なる少年
院”であった。グリーンによれば，この頃の個人
学校では教授用の備品たるや棍棒のみといった類26）

の学校であった。程度の低い教育はディケンズの
自伝的小説『ディビット・コパフィールド』27）に
辛らつに風刺されている。同著にはろくでなしの
人物が学校教育者になっており，子ども達が日常
的に鞭打たれ，虐待されていた。次に，工場の労
働者として年少の子ども達が駆り出されるように
なり，その道徳性の欠如から，子ども達に教育の
必要性が叫ばれた。子ども達の道徳の問題から教
育を開始したのは宗教家達や慈善家であり，それ
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は日曜学校として開始された。
　1830年ごろからチャーチスト運動28）という教
育改革運動などが展開された。彼らの主張は教育
が極めて重要であること，それを慈善でなく，権
利として公的に拡充することが必要であるとのこ
とであり，政治的活動として展開された29）。カー
ル・マルクス30）は「男または女の学校教師によっ
て十字架を持ってサインされた通学証明書が珍し
くなかった。」31）と述べており，居並ぶ児童達が
まったく何もしていなかったと述べている。教育
者である教師自体，無学なものが多かった為，通
学証明でさえ十字架のサインしかできなかったと
彼は述べる。つまり，これは民衆教育のための教
育者不在を提示したものである。続けて大衆教育
として一度に多数の教育が実施できると評価され
た教育方式が出現した。教育学者アンドリュー・
ベル32）とジョセフ・ランカスター33）によって開
発されたのが“助教方式”である。しかし，年長
者が年少者を教育するといったその教育方式はた
ちまち，その教育の粗悪さが指摘されるように
なった。
　救貧法行政官であったケイ・シャトルワース34）

は，その公教育論の中で「労働者階級を無知から
解放するために，世俗的教育，取り分け政治的教
育を行う事であり，それには彼らを宗教的影響下
に置くことにより，宗教的，道徳的心情を啓発す
る事である。」35）と述べた。彼は1838年にランカ
スター派等の学校の有害さを指摘36），新たな教育
方法を模索する為にドイツ，スイスなどの教員養
成の実際を見聞した。ドイツのワイマールには
1726年頃から教員養成学校が設立され，18世紀末
には30校位の教員養成学校が存在していた。1802
年頃から義務教育制度が始まり，1806年のナポレ
オン戦争後から国民教育が開始された。当時の初
代文部大臣からジョハン・ヘンリック・ペスタ
ロッチー37）に宛てた手紙には「プロイセン政府
があなたの元に派遣した者があなたの全教育方
法，教授方法の精神をもっと純粋に汲み取る事を
期待します。」38）と書かれており，ドイツ政府が
ペスタロッチーの教育方法とその精神を採用した
事が認められる。
　ペスタロッチーの著作『隠者の夕暮れ』の言葉，

「玉座の上にあっても木の葉の屋根の陰に住まっ
ても同じ人間，その本質からみた人間，そも彼は
何であるか。」39）は“神の下の平等”思想であり，
キリスト教の基本的な教義である。貧民の子を哀

れんだペスタロッチーはその子等と寝食を共に
し，教育を行った。彼の教育の原理は道徳教育で
ある。彼はその実践から“民衆教育の父”と呼ば
れた。民衆教育が孤児救済の形で始まった事もあ
り，その教育に当たる教師には“教育愛”が求め
られた。そして，ペスタロッチーの思想を受け継
いだフレデリック・フレーベル40）は幼児教育を
開始した。このフレーベルの思想の普及に強い熱
意を示したフォン・マーレンフォルツ・ビュウ
ロー41）は，1851年にイギリスで初めて幼児教育
を開始した。彼女の幼稚園にはかのディケンズも
見学におとずれ，情熱を込めて描写したと『マリ
ア・モンテッソーリ』42）には述べられている。マ
リア・モンテッソーリ43）も又，これら両者から
強く影響を受け，モンテッソーリ・メソッドとい
う教育方式を開発した。ヨーロッパにおける国々
が，ペスタロッチーの理論による教育を実施して
いることに感銘を受けたシャトルワースは，イギ
リスでもペスタロッチーの理論に従って教員養成
をなすべきことを痛感した。そして，ナイチンゲー
ルが実際，体験したドイツのカイゼルスウェルト
学園でも，看護と教師の教育が同時に行われてい
た。

２．教員養成における教育の実験
　教員養成における教育の実験は“見習い制度”
で始まった。シャトルワースは1840年にロンドン
郊外のパターシィで開校の準備をし，８名の貧困
孤児を迎え入れ，教育を開始した。入学年齢は13
歳，修業年限は一年半である。教育方法は以下の
３点に特徴的である。
　１�）ハウスホルドとしての生活場面－教官は生

4 4 4 4

徒と共に学園内に居住して，一家族のような
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

家庭生活を営む間に，生徒の健全な習慣及び
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

道徳性の形成を計る。
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

　２�）クラスルームにおける生活場面－入学者の
学力が極めて稀薄であった為に一年は基礎教

4 4 4 4 4 4

育に当てた。
4 4 4 4 4 44

　３�）土と結びついた生活場面－労働階級の中に
4 4 4 4 4 4 4

あっては堅実で忍耐強い労働の習慣ほど，有
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

徳の行為に結びつく習慣はない。
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

� ・・・・・傍点筆者
　教育方法は第一に，ハウスホルドとしての生活
場面，即ち，寄宿舎制度によって生徒の健全な習
慣及び道徳性の形成を計る。第二にクラスルーム
における生活場面，即ち，基礎教育の実施である。
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労働者階級の子女たちは“読・書・算”の基礎的
能力も十分ではなかったからである。最後に土と
結びついた生活場面では労働階級という言葉を使
い，堅実で忍耐強い労働の習慣が有徳の行為に結
びつくという考え，堅実で忍耐強い労働の習慣，
有徳の行為に結びつく習慣という考えは，日課表
に反映された44）。その日課表は朝５時30分起床，
課業開始が９時，夜９時20分の就寝まで一分たり
とも自由な時間はない。また，シャトルワースは
見習い生が，その見習い期間終了後の学問的知識
の習得を完成させる為の場所として教育実習校の
必要性を説いた。
　教育者を教育すること，これは大きな課題で
あった。子ども達への影響力を考えた場合，大き
な問題は教育者の資質である。良質の教員を養成
することは真に切実な社会的問題であった。シャ
トルワースが教育実験であると考えた“見習い制
度”による教員養成は大きな実績を上げた。マ
シュー・アーノルド45）は彼の教育方式を「イギ
リス公教育の腱である」46）と賞賛した。1847年に
トーマス・バビングストン・マッコーリー47）も

「他のあらゆる職業から見捨てられた人，解雇さ
れた馬丁，零落した行商人，比例式の計算のでき
ない人，地球が球か立方体かを知らない人，エル
サレムがアジアにあるかアフリカにあるかを知ら
ない人，おおよそ，我々が地下室の鍵を安心して
任せようとはしないような人々に対して我々は来
るべき世代の魂，わが国の自由と幸福と栄光を背
負う魂を委ねてきた。」48）と述べている。シャト
ルワースの提唱した“見習い制度”に基づく教育
方法は高い評価を受け，各地の小学校を刺激し，
改革へと導いたのである。
　従って，“見習い制度”は，当時のイギリス社
会において最も優れた教育方法として称賛に値す
るものであった。そして，ナイチンゲールも看護
教育草創期，“見習い制度”を採用したのである。

“イギリス公教育の父”ともいわれるシャトルワー
スとエドイン・チャドウィック49）とはその生涯
に渡る友人である。1867年から師範学校長であっ
たチャドウィックとナイチンゲールも古い知人で
あり，友人であった。こうした関係からシャトル
ワースとナイチンゲールが直接知り合うことがな
くても，チャドウィックを通じて教員の養成方法
に関して知り得る事はできる。あるいはシャトル
ワースが教育実験である述べた“見習い制度”に
よる教育方法は，批評家マシューに“イギリス公

教育の腱”であると賞賛せしめたことから，その
教育効果に対して彼女自身十分熟知しており，参
考にしたと考えられる。
　又，実証主義哲学の立場から社会問題と女子教
育について鋭い提言をしたのは，ナイチンゲール
と陸軍の改革でコンビネーションを保ったハリ
エット・マーティノウ50）であった。これまで女
子教育は家事程度の教育内容であり，家庭内でそ
の役割が果たせるための教育が主流であった。女
子教育の本格的な改革はナイチンゲール以降であ
り，主としてドロシ・ビール51）によって為され
た。ビールの，精神と肉体を結合する精神主義的
教育は，イマヌエル・カント52）やフレーベル，
ヨハン・フレディリック・ヘルバルト53）等のド
イツ観念論哲学と教育学の理論によって補強さ
れ，精神的なものと実際との調和があった54）。

■　看護専門職者教育の開始

１．�“Professional Education”としての職
業的専門教育

　“見習い制度”に基づく教育方法は，当時のイ
ギリス社会において最も優れた教育方法であり，
看護教育創々期，即ち，19世紀中庸，“Professional”
な職業の基本的な教育形態は“見習い制度”であっ
た。“Professional”の“Profess”は～を職業に
するとか自称する，の意味があり，“Profession”
は知的操作の加わる職業の事である。従って，

“Professional Education”といえば知的操作の加
わる職業的専門教育の事をいう。
　イギリスにおける法律を専門とする弁護士教育
は，ディケンズ著『ディビッド・コパフィールド』
にもみられる。同著は作者自身の自伝的小説であ
ると言われ，実際に法律事務所のした働きの経験
が記述されている。もちろん，裁判はギリシャ時
代から行われており，法学は歴史的にも古い学問
である。オックスフォード大学やケンブリッジ大
学では早くからそれらの教育はなされたが，実際
に弁護士活動に従事している者の下で見習う方式
も存在したことを示している。
　“医学の父”ともいわれるヒッポクラテス55）に
代表されるように，医学はギリシャ時代からあっ
た。医学の大学教育は11世紀，イタリアに始まる。
19世紀にはドイツを中心に基礎医学が発展した。
英米医学は，『高木兼寛伝』56,57）などからもわかる
ようにその教育方法は臨床医学であり，患者の
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ベットサイドで学ぶ臨床教授形式であった。そし
て，わが国は，明治維新以降，ドイツ基礎医学が
中心となった発展したが，他方，臨床医学あるい
は開業医の下で働きながら学ぶ“見習い制度”も
存続した。
　そして，ナイチンゲールが実践した看護の教育
方法も“見習い制度”であった。それは，“ナイ
チンゲール基金による見習い看護師の訓練に関す
る規則”や，彼女の著作『見習い生への書簡』に

『看護師の訓練と病人の看護』の中に見習い生と
いう言葉は見ることができる。それによれば看護
師の訓練のための学校の要素は十分に組織付けら
れた病院と人間的かつ規律的生活をするに相応し
い“ホーム”即ち，寄宿舎が必要であった。病院
は看護法を学ぶ場所であり，寄宿舎は多くが人間
性を養う場所である。教員養成と同じく見習い生
達には規律ある日課表が作られ，厳重に監督され
た。同様に基礎教育では生理学・解剖学・内科
学・外科学などの教科目が準備され，頻回な試験
によってその知識度が評価され，実習場面や日常
生活では人間性が評価された。
　女性達が社会貢献できれば権利が与えられると
同時に義務が生じる。そのことによって女性達に
人格が与えられること，それは看護教育の主要な
課題であった。そして何よりナイチンゲールはこ
の職業を “Professional” な職業として位置づけよ
うと考えた。専門職の定義は 『これからの看護』58）

でも幾つか示されている。同著に引用されている
エイブラハム・フレックスナー59）の示した専門
職の定義によれば，その第一は個人の責任を伴う
より知的な職業

4 4 4 4 4

であるということである。第二は
性格において学究的

4 4 4

であり，その職の従事者は常
にセミナーなどに通って新しい知識を吸収するこ
とが望まれ，第三に単に学問的・理論的であるの
みならず，目的において明らかに実際的である

4 4 4 4 4 4

こ
と。第四に高度な専門的教育機関を通してのコ
ミュニケーションが可能であること。第五に自分
たちの組織を持つこと。第六に個人よりも公共の
利益に対し敏感であり，合目的に到達することに
より大きな関心が寄せられることなどである。
　人の生存に不可欠な健康を阻害する因子それは

“病気”である。私達の日常生活の中に病気の原
因があるというナイチンゲールの発見は，今日，
日常生活習慣病という着想の原点であり，今日の
予防医学につながる。専門職の要素として日常生
活における健康の概念に関わる問題である。それ

は外的環境と内的環境の変化が個人の健康問題に
影響を与えるということである。それに関わるの
が看護専門職者であり，その関わりは学究的

4 4 4

であ
る。
　看護師が人々の健康問題に取り組むとき，そこ
には情報の収集と分析・解釈をするという知的操

4 4 4

作
4

が含まれる。彼女たちは，健康を阻害する原因
と現れている結果との関係を関連づけ，明確に判
断する。ナイチンゲールは自己の観察と経験から
人々の健康に強い関心を持った。それは人々の日
常生活と健康・病気との関係であり，社会現象と
して彼女が観察したものであった。それは，無知
が病気をもたらし，病気が貧困をもたらす。そし
て，また，病気が貧困をもたらすという悪循環は
人々の生存権の問題であり，社会悪でもあった。
ゆえにナイチンゲールは女性達に健康に関する知
識を伝授し，その知識で持って国民に対して健康
教育を行い，もって公衆衛生の改善と意識啓発を
行うことにより病気の予防ができると考えた。女
性達の活動によって健康を障害した人々がその健
康の回復と増進が速やかに図られ，社会復帰に寄
与することができれば社会への貢献

4 4 4 4 4 4

につながる。
　プラグマティズムによれば我々が生活している
とは，我々が環境と作用しあって，平衡調和を保っ
ていることであるとする。ここでは人が問題解決
へとある行動を導く思考も環境との相互作用なの
である。ゆえに行動と分離した思考はなく，この
意味で行動は思考の一部なのである。プラグマ
ティズムの考え方は日常生活における些細な行動
でさえ，問題解決のための一つであるということ
である。つまり，そこには必ず思考があるという
ことになる。高度専門職者であればそれはことさ
らであり，より実践が重要視される。看護専門職
者が臨床実践および教育実践するとき，そこに学
習経験が必ず存在する。プラグマティズムにおけ
る教育の本質は行動が伴うということであり，よ
り実践的

4 4 4

である。
　そして，ナイチンゲールは誰よりも“Learning 
to learning 学習（経験）したことから学習する”
の精神の持ち主であった。ナイチンゲールは「理
論というものは実践に支えられている限りは大い
に有効なものであるが，実践の伴わない理論は看
護師に破滅をもたらす。」60）と述べている。英語
のプラクティス（実践）及びプラクティカル（実
践的）という語はプラグマ（行動）と同一語源で
ある。さすれば看護における実践とは行動を伴っ
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て始めて実践することであり，その教育の本質は
基本的にプラグマティズム（Pragmatism）であ
るといえよう。ナイチンゲールがプラグマティズ
ムであるとの検証は筆者が既に『プラグマティズ
ムに立脚したナイチンゲールの教育哲学－その－
１　プラグマティズム探求　パースの生涯をてが
かりに－』61），『プラグマティズムに立脚したナイ
チンゲールの教育哲学－その－２　パース哲学に
おける探求の過程－』62），『プラグマティズムに立
脚したナイチンゲールの教育哲学－その－３　実
践の哲学としてのプラグマティズムと看護教育
－』63）で報告したところである。さすれば，看護
という職業の専門性を見出すことができ，専門職
としての定義との一致点は見出せるであろう。

２．見習い制度による教育の実験
　さて，先述したように看護教育は初めてナイチ
ンゲールによって創設された。その教育目的は，
基本的に女性の自立と公衆衛生の普及である。
シャトルワースが教育の実験と述べたように，ナ
イチンゲールも医療の中に新しい女性のための専
門職を開拓するという取り組みを教育の実験と称
して開始した。
　ナイチンゲールは，この事を一つの教団を設立
するという方法ではなくて，生計の手段として病
院看護をしようとする人々，つまり，労働によっ
て自らの生活の糧を得ている層の厚い階層の女性
達を可能な限り訓練し，組織化しようと企図した
ものである。よって，ナイチンゲールの行った教
育実験の対象者は上流社会のみならずあらゆる階
層の女性達であった。そして緻密なまでにシステ
ム的な規則を作り，その規則に同一に従い，同一
の義務を果たすという激しい体制に基づき，この
仕事に付く事が自分に相応しいと考えている婦人
達を，先に触れた女性達と協働させるという方法
によって実現64）したかったのである。
つまりは，知識は有するが行動の伴わないが上流
社会の婦人達，道徳的規律の中で訓練されている
修道女達，パンの為に働かなければならないがし
かし，生きるために勤労意欲のある女性達を協働
させることであった。彼女たちは基本的に看護師
になろうという意志のある者たちに限定される。
彼女たちが相互に影響しあって，これら３つの特
性を具有することができれば社会に有用な一人の
人格を持った女性が出来上がることになる。これ
は人格形成に伴う一種の実験的な試みであった。

　女性達を可能な限り訓練し，組織化し，道徳的
にすることはナイチンゲールが望んでやまないこ
とであった。ナイチンゲールは，ドイツのカイゼ
ルスウェルト学園における２週間程度の看護師と
しての教育体験，家族から自立後の婦人病院の監
督官としての１年間の看護実践，クリミア戦争で
の２年間の看護実践があった。加えてドイツのブ
ンゼン・ヨジアス男爵65）がドイツから送ってく
れた，カイゼルスウェルト学園の年報や病院の衛
生に関する諸外国の資料が看護教育の実際的な方
法に反映されたと考えられる。彼女自身の経験と
実際に行った情報収集と分析，そこには，ナイチ
ンゲールが述べた女性の知性の開発的・実験的工
夫が見られる。それは彼女が『カサンドラ』で述
べた知性，倫理的な行動力，情熱をもった女性で
あったから為し得たのであろう。彼女が嘱望した

“優れた女性”とはすなわち，ナイチンゲール自
身にそのモデルがある。ナイチンゲールが実践し
た教育の成果として優れた看護師を輩出すること
ができれば，彼女たちは国民の健康教育と公衆衛
生に寄与し，健康上の様々な問題を改善する事が
でき，それができれば，女性たちは社会的に有用
であるということになる。社会的に有用であるこ
とが実証されれば，女性にも社会的人格が与えら
れることになる。それはエンゲルスが述べたよう
に“社会の病気”に対する手当てでもあった。
　ところが，ナイチンゲール看護に関する高邁な
理 想 は 有 し て い た が， 実 践 に つ な が る 理 論

（theory）を有していなかった。しかしながら，
ナイチンゲールは自己の経験から日常生活の中で
病気が発症するという新しい発見をしたのであ
る。ナイチンゲールの壮大な関心は，健康と病気
の関係についてであり，それは明確には成されて
いない，がしかし，深刻な問題を提示している66）

ということであった。日本に紹介されている著作
『看護覚え書』は看護教育の為に書かれたのでは
ないとナイチンゲール自身が序言で述べている
が，しかし，健康的な日常生活と病気との関係に
ついて考えるヒントがある。
　見習い生たちは必然的に，患者の健康が回復す
るまで支援していく技能を獲得しなければならな
い。それには通常，人々が社会において健全に生
活できるという事を想定して行われなければなら
ず，あらゆる方面からの教育的関わりも必要とな
る。そしてその過程は成り行きではなく科学的な
道程である。つまり，観察，分析，判断，具体的
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支援，評価の過程を踏む。看護師を教育するに当
たって必要な事はこうした看護過程を踏みながら
いかに思考させるも含めた教育が必要であるとい
うことである。女性たちの能力を開発させるには
良い環境の中で，経験させる事と良い教育者との
相互作用に期待する事である。

３．技術教育（Skill Training）
　ナイチンゲールの言葉“Nursing is an Art”の

“Nursing”とは Nurse に ing がついて名詞化さ
れたものである。“Nurse”とは“Nurture（養育）”
が語源であり，子どもの養育あるいは人や精神を
養育するという意味を持つ。彼女はこの職業に従
事する者の名称をとりあえず“Nurse”と名付け
ると述べ，“Nursing”とは“患者の生命力の消
耗を最小にするように整える事”であると述べ
た。従って看護教育の主たる狙いは看護法の習得
にあり，技術教育である。技術にはナイチンゲー
ルが述べた様に“art”の意味もあれば“skill”
の意味もある。又，主として指先の器用さを必要
とするものに多く使われる“technique”も技術
という意味が含まれる。看護実践における技術は
ナイチンゲールが述べた看護の職業に当たろうと
する者の学ぶべきＡ（病気の理解），Ｂ（患者に
対していかに支援するかを学ぶ事，即ち，看護法
の習得），Ｃ（看護を受ける対象の理解）があっ
て初めて修得できるものである。
　マーティノウは1860年のクォーターリー・レ
ヴューでナイチンゲールの『看護覚え書』につい
て多くの論説をしている67）。マーティノウによれ
ば，国民の半数である女性達に向けて書かれたそ
の本は，看護を科学に基づいた芸術（art）であ
る68）と言わしめるに十分であるとのことであっ
た。筆者は既に“art”の持つ意味について『看
護教育における思考訓練の重要性－デューイの

『How we think』てがかりに－』69）で検証した。
看護師の“おや？”という直感，この直感が対象
者のささいな変化をキャッチする。次に看護師は
ニーズ把握のために言語的・非言語的に患者の変
化の裏付けのための情報を収集し，集められた情
報は分析・解釈される。それは直感から分析的思
考の段階は，看護実践における患者の健康上の問
題解決のための過程であり，一つの思考過程であ
る。
　まず，病気の理解ということであるが，ナイチ
ンゲールは病気というものは，その経過のどの時

期を取っても程度の差こそあれ，その性質は回復
過程であると述べている。その回復は人間が持っ
ている自然の治癒力であり，回復力である。その
自然の力が遺憾なく発揮できるようになるまで，
明るい陽光と新鮮な空気で室内の環境を整え，生
命維持のために体の衰弱を最小限にする事が看護
である。呼吸が苦しいとき，何故患者は横になれ
ず起き上がってしまうのか？この現象を観察した
知恵のある看護者であれば，レントゲン写真で呼
吸野の状態を確認することができなくても，また
は，聴診器で気道あるいは肺野の空気音を聴取す
る技術がなくても，起き上がることによって酸素
を十分に取り込むことができて，患者の呼吸が楽
になるという経験を実践の中で持てば，呼吸を楽
にするために上体を上げ，体力の消耗を最大限防
ぐための安楽な姿勢を保つ手段を講じるであろ
う。その意味づけは後から成されても良い。疾病
の理解のための学習はここから始まる。
　人が病気になること，それはその人の社会生活
において重要な問題である。看護を行おうとする
ものは，その活動が人の健康や公衆衛生，病気の
治療等に関わるがゆえに専門職として位置付けら
れるのである。従って，看護婦は人の健康を阻害
する因子，病気，この病気に対する専門的な知識
が必要である。正しい知識として，人間の体のメ
カニズムがどの様になっているのか，その機能が
どの様になっているのかを知ることは，看護の中
で実に重要な部分である。健常な人の身体を骨格
や神経・筋肉といった生物学的側面から知り，更
に血液やホルモン・水や電解質等の生理学的側面
の理解，更に食物が摂取された後，身体内部でど
の様に消化・吸収・排泄がなされるのか，取り込
まれた食物が身体内部でどのように化学反応を起
こして処理されていくのか。つまり，身体内部の
生化学的側面の理解は人間のからだが正常に機能
するための必須の要件である。この機能が病気に
よって障害されたとき生理学的にどの様に変化
し，その変化がどのような現象として現れ，その
現象を個人がどのように知覚し，そうした身体機
能の変化が，私たちの日々の生活にどのように影
響を与えるのかを知らなければ回復に向けての援
助はできない。
　次に看護法の習得である。ナイチンゲールは“理
論と実践の一致”が基本的な方針であったから，
看護に関しても臨床で患者にいかに支援するかを
学習することが重要であった。ナイチンゲールは，
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看護とは「患者の生命力の消耗を最小にするよう
に整える事を意味すべきである。」70）と述べ，病
気状態にある患者の体力の消耗が最小限になるよ
う食事や水，空気や陽光，清潔や排泄といった基
本的なニードに関して充足できるよう整えること
であると述べている。ニードの充足のための支援，
それはつまり，人々の健康が回復できるように支
援する事である。しかしながら，現実に看護教育
は未着手であり，その看護の適切性は確信が得ら
れずともすでに病院の中で健康問題を抱えた患者
の看護は実践されている。そこでナイチンゲール
は見習い生たちに患者に引き起こされている現象
を克明に観察させ，その一連の過程を記録し，分
析するという手法を取らせた。その手法は帰納的
で科学的である。多くの事例から患者の発症から
回復の過程を観察させ，どのように援助すれば患
者の体力の消耗を防ぎ，回復を促進できるのか？
そうした一切の記録は一つの法則性を導き出すこ
とが可能となる。それは看護学を実践の科学とし
て発展させるに相応しい手法である。
　ナイチンゲールは「患者についての観察から始
めなさい。最初に患者を見た瞬間から，もう観察
は始められているのです。いやそれどころか，ま
ず看護師に厳しく要求されることは，病人の観察
なのです。」71）と述べている。『公辞宛』によれば
観察（observation）とは物ごとを注意深く見る
事である。ナイチンゲールはこの観察から得られ
た現象を記録し，この観察から次に起きる事を予
測し，その予測に基づいて予防対策をする事がで
きれば合併症などから患者を救い，余分な苦痛を
味あわせることなく回復に向ける事ができると考
えたであろう。この観察を基にして得られた事実
を理論的に体系付けたものが科学（science）と
呼ばれるものである。science は又，技術・技

（skill）とも同義語である。人間の生命にとって
必用不可欠な原則が阻害されていないかについて
の観察は，どう支援するべきかの判断の根拠につ
ながる。つまり，観察を十分にすることによって
患者の状況が認識でき，理解できるということで
ある。その事ができれば患者の健康上の問題点が
抽出され，次のステップでは看護支援への具体的
なプログラム立案が可能となってゆくのである。
そしてその際には身体的な側面のみならず，精神
的な側面にも注意が払われる。患者がいかにすれ
ば落ち着いて療養に専念できるのか，ナイチン
ゲールは健常人がいかにして自分の精神を落ち着

かせているかを参考にしながら，それができない
患者にどうすれば変化を持たせて精神を安定させ
られるのかを考える事こそが，看護師に与えられ
た任務であると書いている。
　最後に，看護を受ける対象の理解である。ここ
には人間の尊厳の問題がある。医師が病気そのも
のの回復に向けて治療するとしたら，看護は病気
を持った人をケアする。ナイチンゲールが看護を
あえて“art”であると述べた理由は，看護の対
象が人間であり，その生命への働きかけは，芸術
家がキャンパスに生命を与えると同じように看護
が人々の健康維持に貢献することができれば，そ
れは人々の生命維持に貢献することになる。貴族
中心社会であった当時のイギリスでは，全ての人
が平等ではなく，人として尊重されなかったこと
は，ナイチンゲールの時代の社会的事実である。
彼女はある教区で小学校の校長に任命された老人
の採用理由が「豚をかえなくなったからであっ
た。」72）と記述しているが， これも当時の労働者階
級への差別や侮辱の程度を示す。兵士たちもそう
であったが，労働者階級の者たちは人間扱いされ
なかったのである。であるから病院の状況は『病
院覚え書』73），病院看護の実態はディケンズの

『マーティン・チャズルウィット』74）に明らかで
ある。健康障害による内面的な変化はその侵され
た肉体のみならず，精神をも侵し，病気の回復を
遅らせる。又，内面的に傷付いた精神はその肉体
をも消耗させ，人の生命を危機的状況に陥れる。
ナイチンゲールは自己の経験からもこの事を知っ
ており，「医学においては精神の治療より肉体の
治療が重視され，更に，自然科学である医学は低
い地位にあり，更に精神の科学はもっと低い地位
に在る」75）と述べている。同時に彼女は，医学で
は精神的な治療より身体的な治療が重視され，更
に，自然科学である医学は低い地位にあり，更に
精神の科学はもっと低い地位に在ると述べた。
　病気を持った人々の精神的ケアは，高度な知識
と技術，その受け手である対象の理解が必要であ
り，看護専門職者の能力開発が必要である。それ
には看護の対象が人間であるとの認識とそのため
に必要な人間関係構築が基盤となる。そこには他
者理解と他者尊重がある。
　一般に人間関係にはコミュニケーション技術が
必要となる。我々は相手が怒っているか笑ってい
るのかを相手の顔の表情から察する事ができる。
このコミュニケーション技術は，人間関係構築と
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いう事のみならず，患者のニーズ把握に必要な高
度な技術なのである。経験の積み重ねによって得
られた一つの系統だった理論は，我々に効果的な
コミュニケーションを教えてくれる。看護におけ
る技術教育もそれと同じ事がいえよう。無からの
出発はやはり経験に学ばなければならない。しか
しながら，人間の健康的な生活を考えるとおおよ
そ，人間とはこうあるべきという一つの法則性が
ある。子どもが生まれた時，人はその子が成長す
るまで必然的に養護をするであろう。その養護は
人の基本的要求に関する事である。養護がなけれ
ば恐らく幼い子どもたちは生存し得ない。しかし，
こうした社会の構造的な部分も通常は，集団にお
ける教育というよりは，家庭内で親から子へと口
こみで伝達され，また，子ども達も親の行為を模
倣するといった方法で成されていた。それは成
長・発達段階における様々な局面で，意図的ある
いは無意図的に行われる有形・無形の教育的関わ
りによる。
　看護実践における技術はＡ（病気の理解），Ｂ 

（患者に対していかに支援するかを学ぶ事，即ち，
看護法の習得），Ｃ（看護を受ける対象の理解）
があって初めて修得できるものである。要するに
看護は“頭と手と心”の一致があってはじめて看
護が一つの行動として形をあらわす。知識は頭で
あり，手は技術，心はその名のとおり，血の通っ
た人間としての真心である。これら三つが判断能
力の高い実践的看護師へ変容させ得ることが可能
となる。

４．人格（Character）教育
　“Nursing is a character”の持つ意味，それは
全女性の人格に関わる問題でもあった。人格とは
道徳行為の主体としての個人，自立的意志を有し，
自己決定的である個人の事を言う。言葉を変えて
述べるなら，社会に適応できる人の事をいう。社
会へ適応できるという事は自分の力で“生きる”
という事を意味し，その為には精神的にも経済的
にも自立していなければならなかった。つまり，
女性たちが社会的に“自立する”という事は一人
の人間として自身の人生設計と，その設計に基づ
いて行動すること，そこには意志決定が存在す
る。女性たちが自身の力で生きていけるというこ
とを社会への適応を意味する。その為に女性を訓
練する事，これは一大改革であった。社会規範も
さる事ながら上流階級から下層に至るまで当時の

女性達は無知であり自立できていなかった。勤労
と責任という意味合いも込めた職業教育を通し，
社会に適応し，その実践を通し，個人としての自
己実現が計れる女性，問題解決能力あるいは意志
決定力を持つ女性の育成は重要な課題であった。
そして，人格の問題は，職業的人格も含まれる。
新しく創設された看護が医療の中で医学とは違う
一つの専門職としての独自の機能を有するかどう
かの問題であり，それは看護実践の中で，いかに
支援をするかの意思決定を看護師自身が判断でき
るかどうかという問題をも示している。
　ナイチンゲールは“優れた看護師は優れた女性”
であると定義し，優れた女性とは自分の持てる最
上のもの，即ち，知性，倫理，実践のすべてに置
ける最上のものを患者に惜しみ無く与える女性の
ことだと述べた。ナイチンゲールが述べた知性と
は何をなすべきかがわかり，判断できる能力であ
る。そこには倫理的行動につながる内面的要素が
ある。
　既にシャトルワースは貧民階級の子女を集めて

“見習い制度”によって教員養成を開始し，その
成果を上げていた。教官は生徒と共に学園内に居
住して，一家族のような家庭生活を営む間に，生
徒の健全な習慣及び道徳性の形成を計るという
事，労働階級の中にあっては堅実で忍耐強い労働
の習慣ほど，有徳の行為に結びつく習慣はないと
いう基本方針である。単科大学や専門学校に使わ
れるカレッジ（College）という言葉の語源はコ
レギユム（Collegium 寄宿舎）であり，もともと
教育における貧民学生の救済制度として発足した
ものである。この方法が教育効果を高める方法で
あるとして，当時のイギリスの有名大学である
オックスフォード大学やケンブリッジ大学等でも
寄宿舎制度を採用していた。ナイチンゲールは当
時最低な状況にある女性達を，自分の考えている
極めて高い価値規範迄引き上げる為に，規律を中
心とした寄宿舎制度を導入した。これは彼女が「寄
宿舎は身体の健康や技術的かつ理論的な学習の為
ばかりでなく道徳的かつ精神的生活の場でもあ
る。」76）と述べた言葉からも理解できる。
　ナイチンゲールは自分の体験からもこの事を
知っており，個人を規則によって外的に規制しな
がら，キリスト教の理念を指標とし，寄宿舎によ
る精神性の高い教育で内的にも規制しようとし
た。ゆえに，寄宿舎は看護師の品性を高め，規則
正しい生活をするためになくてはならない教育の
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場でもあった。寄宿舎の「環境は道徳的で宗教的
かつ勤勉で節度ある上に朗らかな調子や雰囲気に
満ちている。だから，どの階級の若い善良な女性
が入ってきても心身の健康を損なうような心配の
ない一つの“ホーム”として訓練学校と病院とが
運営されている。道徳的で精神的に高める援助が
あり，慈しみに満ちた母親の様な気遣いが全てに
及んでいるので，全体が優れた女性達を訓練し，
誘惑を退けさせ，現実に与えられた仕事に取り組
む事ができる状態」77）に整備する必要があった。
寄宿舎を女性達の心身を教化・訓練する場になる
よう道徳的な雰囲気に設定し，その環境の中で女
性たちの心身が健やかになれるよう，母親が子ど
も達に愛情を注ぐ家庭と同様に精神的な安らぎの
場になるようにした。彼女は自分の体験したカイ
ゼルスウェルト学園のキリスト教的愛の優しさ
や，明るさや，繊細さ，あるいは道徳的雰囲気を
高く評価しており，そうした環境の中に見習い生
達をおきたかったのである。彼女の女性としての
生き方はキリスト教を基盤としたものであった
が，実際には既存のキリスト教的教義の枠を越え
ていた。それは看護の教育がキリスト教の伝導者
養成ではなく，キリスト教の理念をその活動の指
標としながら，弱者救済の立場にたてる看護専門
職者を養成する事である。しかもそれは明確に報
酬を受けるに相応しい職業的自立心のある女性達
に作り替える事であった。　
　ナイチンゲールは1858年の『平時および戦時の
陸軍病院へ女性による看護を導入する件に関する
補助覚書き』の中で規律の有効性に関し次の様に
述べている。「軍人と言うものは，様々な欠陥を
持ちながらも規律の習慣と精神とによって造り上
げられたものであり，それは本能や第二の本性と
もなり，それが持って生まれた人間性を高めてい
るのである。試みに規律を緩めてみるが良い。し
かも一般人と同程度に，軍人には普通の人間と同
等あるいはそれ以上に野獣の本能が残るのであ
る。」78）ナイチンゲールのこの考えは生来，本能
的に持っている悪い習慣でも，ある一つの外的規
制によって個人の行動が涵養される事を示唆した
ものと考えられる。即ち，ナイチンゲールは個人
の中に内在している暴君的で動物的な本能も，規
律によって制御することが可能になると述べてい
るのである。規律は外的規制であり自己制御につ
ながる。ナイチンゲールは，この規律の精神を多
くの規則によって実現しようとした。彼女は，看

護を志向する者は「自己を統制する力を見につけ，
自己のうちにより高い理念を育むこと」79）が必要
であると述べている。“自己を統制する力”とは
即ち，理性である。その理性教育こそがかつてウ
ルストンクラーフトが『女性の権利の擁護』80）で
主張したことであった。女性達が男性同様，理性
的になれるように教育されること，それはナイチ
ンゲールが度々述べた“第２の天性”を作るため
の教育であり，その為には軍律にも似た規則が必
要であった。彼女はキリスト教における神の権威
において規則を作り，彼女の権威において看護師
達に実践させたのであった。
　これは単に女性たちを寄宿舎に入れたという事
のみならず，徹底的にその精神に鞭打った働きか
けをしたという事の証しであろう。評判の悪い看
護師をナイチンゲールが考える知性・道徳ともに
高い看護師に造り変えるためには，こうした徹底
した矯正が必要だったのかもしれない。少なくて
もナイチンゲールは，女性達を軍人のような規則
ずくめの生活におき，規律の習慣を持たせ，規律
の精神によって行動変容を起こさせ，不徳な女性
達の特性を有徳な“第２の性”として形成させよ
うと考えた。
　フランスの社会学者エミール・デュルケーム81）

は「我々に優越するものとして認められる一切の
道徳力を我々の上に振るう所の支配力である。」82）

と述べ，この支配力を持つ権威に値する概念が規
則であると述べている。その上でデュルケームは，
道徳性の第一要素は規律の精神であり，第二は社
会集団への愛着，第三は自律性であると述べてい
る。先述したように規律というものは権威を受け
いれる力であるから絶対服従を意味する。それは
自己の欲望を制御して，自己を律することに繋り，
すべて捨て去る事になる。これはまた，キルケゴー
ルが述べたキリスト教的隣人愛が自己犠牲や献身
という形や社会への奉仕という形で表出されるよ
うになる。道徳という概念をこうした形で分析す
ると，彼女の述べた女性達を社会に有徳とする事
は，即ち，規律の精神と犠牲的精神でもって，自
己を律し社会に奉仕することを意味していたので
ある。
　他方，ジョン・デューイ83）は人格について，「教
養は人格的なものである。」84）と述べた。つまり，
人格は教養であるとも言える。教養とは，絶え間
なく，意味の認識の範囲を拡大し正確さをまして
行く能力であるとしたならば，教養の高さはその
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人の視野の広さや豊かさを示す尺度であり，人格
教育が単に知識の深さだけではなく，物事の意味
を解釈する能力を持ち，自分がどうするかを判断
する自律的意思を有するということになる。それ
は人間として男女の性差を問わないものであり，
職業的な差異があるものでもない。看護教育が人
格教育を主眼としたものであるとしたら，寄宿舎
による強制的な性格強制より，その専門性と合わ
せた幅広い教養教育も大切になってくる。

■　“見習い制度”における教育作用

　デュルケームは“教育とは作用である”と述べ
ている。この言葉に従えば“Nursing is process”
と言い換える事ができる。“process”という語は

“過程”とも訳されるが“作用”という意味も持つ。
今日の看護界では“看護過程”という言葉が日常
良く使われており，看護教育の主要テーマでもあ
る。看護過程を知的作業を伴う一つの技術（skill）
として捉えながら，ナイチンゲールの“見習い制
度”における教育作用を検討するのも意義深いも
のであろう。“見習い制度”はその実践教育を病
院に置き，人格教育を主として寄宿舎に求めた教
育であり，実践を伴う“知”の統合である。その
教育はまず良質の環境が準備され，その中で経験
し，感化され，更に激しく訓練されるという。そ
こで，“見習い制度”の教育作用について経験・
感化・訓練の側面から検証する。

１．経験（Empirical）
　ナイチンゲールは経験の概念に関して確証は
持っていなかったが，経験が観察や実験によって
示される一定の性質を持っており，極めて一つの
法則性となり得る概念である85）と考えた。ここ
にはアメリカで花開いたプラグマティズムの思想
がある。“Empirical”は観察や実験を基にした経
験のことであり，“Experience”と同義語である。
ナイチンゲールの多くの提言は自己の経験からで
あった。デューイは“Experience”を経験の概
念として説明したが，ナイチンゲールは経験の概
念を一つの法則として考えていたが確証を持って
いなかった。“Empirical”の Em は内に向けるこ
とであるが，“Experience”の Ex は外に向ける
事 で あ る。“pirical” と“perience” の 語 源 は
periri（=try）である。ゆえに“Empirical”と

“Experience”とは同義語である。

　一般的に自然法則は経験の法則としての性格を
持っているといわれている。法則（Law）という
考え方はヨーロッパを起源とする近代科学の考え
方であり，自然界の普遍的な現象を言う。デュー
イは“経験”と学習の成立過程について「教育と
は経験を絶え間なく再組織ないし改造する事であ
る。」86）と述べ，経験が外界に働きかける活動の
一種であると述べている。その活動が外界との相
互作用によって，均衡が保たれているときは反応
として現れ，保たれていないときは反動として現
れる。日常生活における活動は，その人の具有す
る知識，能力に適切な課題を与えて経験させ，そ
の連続が経験学習である。そして，経験はその人
の行動を方向付けたり，統制したりする。そうし
た経験が個人の内部に蓄積されると，その連続に
よって学習が成立し，その経験を間断なく再組織
したり，再改造したりする。その経験が個人に内
在されると，同じような状況に遭遇したとき，過
去の経験から次なる事象が予測でき，先行経験を
踏まえた判断によってより適切な行動を為すこと
ができる。
　人の訓練のための“場”，即ち，環境から学ぶ
という経験学習の有効性は誰よりもナイチンゲー
ルが経験していた。ナイチンゲールは見習い生達
の能力が健やかに発達するように，その周囲の環
境を整備する事を重要視した。ナイチンゲールの
教育思想はデューイの教育思想と一面類似したも
のを持っている。それはイギリスのフランシス・
ベーコン87）に始まる経験的認識論による経験哲
学（Empirical philosophy）が，ロックを経てア
メリカのデューイに引き継がれる。デューイの経
験の哲学はパースの提唱したプラグマティズムと
してアメリカで開花した。ナイチンゲールもまた，
べーコンの経験的認識論を素地としたイギリス哲
学界の思想家の影響を存分に吸収できる環境に
あった。
　ルソーは「植物は栽培によって形成され，人間
は教育によって形成される。」88）と述べている。
彼は植物と人間，栽培と教育を対比させながら，
人の教育と植物の栽培との類似性を強調し，その
教育は自然，人間，事物によって行われると述べ
た。自然の教育とは個人の内在する能力の内部的
発達の事をいう。個人に内在する能力をどう使う
かを教えるのが人間であり，人間の５感に触れる
教育が事物の教育，即ち，経験である。
　ルソーが述べたように人間に自然が与えた能力
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を，その発達が健やかに促進されるように教育す
るのは人間であり，その周囲の環境が人間に経験
を与えてくれる。しかし，この経験が厳選された
ものでなければ教育効果を高める事はできない。
自然界の事物から学ぶという事は与えられた困難
に対して自ら対処する能力を養うという事でもあ
る。もちろん，既に経験済みの人間から積極的に
学ぶという事もできよう。“急がば回れ”の諺の
ようにある事柄に対して“なぜ？”という疑問が
生じれば，その疑問の解決に努力するであろう。
こうした経験は先人から与えられた答えよりも貴
重である。その意味でルソーは消極的教育の立場
を提唱している。ルソーの消極的教育とは物事の
つめこみ教育ではなく，被教育者の自然的能力を
妨げるべきものの排除である。知的早期教育の否
定，徳育と体育の重視などであり，まずは人間た
れと説く彼の教育観は事物から学ぶという立場で
あり，その立場において教師の役割をどこに位置
づけるかという課題も生じる。
　デューイも「環境から離れて教育することでは
なく，生まれつきの能力がよりよく利用されるよ
うな環境を用意する事なのである。」89）と述べて
いる。つまり，教育は環境との相互作用によって
個人が学習（経験）したことから学習するのであ
る。その為には良質の環境と良質の教育者が必要
である。

２．感化（Influence）
　『教育学辞典』によれば感化（influence）とは
教育的人間関係の根源的在り方を示すものであっ
て模倣（imitation），同一視（identification），感
情転移（transference）等の概念では解明し尽く
されない言葉であり，本質的には概念の固定化は
まだ十分には行われていないと記述されている。
中でも同一視（identification）はシグモント・フ
ロイト90）の精神分析理論でも説明付けられてい
る子どもの初期の学習形式である。同一視は個人
が家庭のような小単位の学習形態，あるいは学校
などのような集団の教育環境の中で他者の行動様
式・態度・感情・思考を自己に取り入れ，わがも
のとする規制をいい，同一化とも呼ばれる。
　人は好むと好まざるに関わらず他者の影響を受
けている。道徳的な環境におかれる，あるいはそ
うした環境下における人的影響は計り知れないも
のがある。一般的に教育実践する場合，他者の支
配あるいは規律などの外的規制によって動機づけ

られるのではなく，内的規制によって自己啓発が
できるように動機づけられなければならない。看
護師になろうとする見習い生たちに看護の本質を
良く見極めさせ，それが具有できるようにする為
には，その個人が有している最上の能力を最大限
発揮させ得るような教育的環境を準備することで
あり，その環境の中には，個人を動機づけ，軌道
修正できる良質の教育者が必要である。“見習い
制度”による教育方法はその教育の理念が達成さ
れるような環境と，こうした環境をより良く調整
し，個人の良質の能力が最大限発揮され，開発で
きるように指導する人物が必要であった。その教
育は“門前の小僧，習わぬ経を読む”式のもので
はなく，教育環境の整備が十分になされ，教育を
受ける者たちが互いに影響されあうように意図的
に計画された。
　ナイチンゲールは看護師の教育には立派に組織
された病院が必要であると述べている。これは見
習い生達が患者に対していかに支援するかを学ぶ
唯一の教育環境であった。その環境が良好である
べきなのはあらためていうまでもない。それは技
術教育を受ける病院，あるいは寄宿舎にしても同
じであった。ナイチンゲールは「優れた女性や完
全な看護師が新しい見習い生に及ぼす感化力には
口では言い表せない程のものがあります。」91）と
述べている。彼女はあらゆる階層の女性たちが共
働する事によってより良く影響し合うことを期待
した。ナイチンゲールが述べたように，教育では
良く感化される事が大切であった。
　子どもの発達過程は身近な人に同一視し，模倣
学習によってその人達の行動や感情を身に付け，
共感性を養っていく学習過程であり，近年では心
理学者などによって実証されている。感情転移

（transference）は例えば，幼少期の家庭生活に
於いて関わりの深かった重要な人物即ち，父母等
に抱いている感情を，他の類似の人物に向ける事
をいう。例えば，父親を憎んでいる生徒が教師に
不従順であるとか，父に甘えたかった娘が初老の
男性にひかれる場合などである。子どもが嫌いと
公言してはばからない者の中に（本人は意識して
いない事のほうが多いのだが），親子関係が著し
く悪い場合がある。これらも子どもを媒介にした
親に対する感情転移であろう。教育の現場でこの
無効な感情転移現象を見極めたら，逆感情転移を
起こさせるように努めればよいことになる。
　看護技術修得に関する日常的な問いは，“百聞
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は一見にしかず”の諺が示すが如く，技術教育に
おいてモデルを示す教育は学習者のイメージ付け
につながり，決して廃れることはない教育方法で
あるとの見解を導き出させる。かつてジョハン・
アモス・コメニウス92） は直観教授 （object lesson）
を提唱した。彼の主著『大教授学』93）には，技術
教育についても論じている。彼の説く直感教授が
実際に見せる方法であり，技術教育におけるモデ
ル学習である。彼の時代は16世紀のことであり，
実に古典的であるがしかし，古典だと一笑すべき
ではない技術教育の本質がそこにあると筆者は考
えている。
　ジーン・ピアジェ94）によれば模倣（imitation）
とはモデルを再生する行動である95）。1920年代に
ジュネーブにあるルソー研究所では，ピアジェの
子どもの観察方式が，子どもの思考の世界におけ
る研究となった。この観察の対象となったのがモ
ンテッソーリ・メソッドによる“子どもの家”で
ある。ピアジェは後にこの研究所の所長となって
いる。ピアジェは子どもの発達段階を第一段階か
ら第六段階に分けて説明している。その第一段階
が感覚運動期であり，聴覚・視覚などの５感で得
られた情報を，模倣するという段階である。子ど
もは簡単な模倣から複雑な模倣へ進み，自分の活
動のシェマ（＝人の心的構造）を分化させ，新し
い活動のシェマを獲得することが学習の手段とな
る。更に高度になると頭の中で対象や活動を再現
する事ができ，過去に経験した事のある現象が，
現在目の前に無くても模倣する事ができるように
なると説明している。感化という言葉が同一視で
あれ，感情転移であれ，模倣であれ，どの様に説
明付けられたにせよ，感化という言葉の概念付け
が十分に付いていないと言うことはつまり，この
３者に類似した意味合いがあるという事もできる
であろう。この様にその影響力のある人物からの
教育的働きかけの効果は計り知れない。つまりは
教育的影響力のある人間の存在が必要であるとい
う事である。
　デューイは「ものを成就する手段の模倣は，理
知的な行為である。それは綿密な観察を要し，既
にやろうと試みていることをもっと旨くできるよ
うにするものを選び取る賢明な選択を要するので
ある。」96）と述べている。デューイを引き合いに
出すまでもなく，『風姿花伝』97）にも代表される
ように，わが国に於ける伝統的な踊りの世界や能
や狂言といった芸能の世界における教育では，日

常生活における現象を観察によって会得し，一つ
の形に表現する。模倣は教育をする側，受ける側
が，その目的を十分承知で行う意図的なものであ
るならば，これは言葉をつかうより効果的なもの
である。つまり“感化”による教育効果である。
個人の内在する能力が，ある時期，一斉に花開く
ということはなく，個人の能力の出現がその個人
によって異なった出方をするという事は子ども達
を良く観察しているものなら，当然気がつく事象
である。
　こうした事の積み重ねが模倣学習であり，人の
極めて原始的な学習形態である。看護師の教育は
まさに開始された。つまり，人でいえば産声を上
げたばかりである。生まれたばかりの看護教育は，
乳児期初期と同様の段階であり，模倣学習はかな
り効果的であったろう。その訓練過程が一連の経
験となって個人が一つの技能を獲得するのであ
る。しかしながら，人の成長も模倣する段階に止
まらない。一つの模倣学習が終了したら理論的に
意味づけする抽象的段階に入っていく。未熟なま
まで固定化された場合，人は成長できない。看護
教育も同様に模倣学習の段階を存続する事のみに
拘った場合，それは悲惨な結果を招くことになろ
う。

３．訓練（Discipline）
　今 日 の 看 護 師 の 教 育 は だ れ も が 教 育

（Education）だと言う。『広辞苑』によれば，教
育とは教え育てること，人を教えて知識をつける
こと，人間に他から意図をもって働きかけ，望ま
しい姿に変化させ，価値を実現する活動であると
される。“Educate”の語源はラテン語の“educare”
であり，その原義は卵をかえしてひよこにすると
か，児童の優れた能力を引き出すことの意味で使
われるのが一般的である。又，“educare”も“to 
educate”の意味で用いられるが，これは主とし
て肉体的な養育に対して使われるのに対し，

“educare”の方は精神的な意味で用いられた。
ナイチンゲールの準備した教育はいわゆる教育と
いうよりも，彼女自身が激しい訓練と述べている
ように訓練，訓育，陶冶（discipline）である。
ナイチンゲールは「看護は一つの芸術である。そ
してそれを芸術であらしむるには画家や彫刻家の
仕事と同じように，他を顧みない専心と激しい準
備が必要である。」98）と述べている。
　ナイチンゲールは看護を芸術であると定義し，



ナイチンゲールの看護観

― 59 ―

その為には激しい準備，即ち，訓練が必要である
と述べた。一般に一つの技能を獲得するためにあ
る 一 定 期 間 に 行 わ れ る 実 務 的 な 教 育 は 訓 練

（training）と呼ぶ。ナイチンゲールは“training”
の過程において経験や感化力の効果を期待した
が，とくに彼女は訓練のもたらす教育効果を重要
視した。看護師という最高芸術家を生み出す為“訓
練”，これこそがナイチンゲール式教育の神髄で
ある。ナイチンゲールは『看護師の訓練と病人の
看護』の中で「Discipline（訓育，訓練，規律）
こそが訓練（training）の本質である。」99）と述べ
た。そして，訓練とは何が成されねばならないか
だけでなく，どの様に成すべきかをも教える事で
あると述べ，看護師がどうあるべきかについて，
又，どう教育されるべきかについて詳しく述べて
いる。Discipline の語源はラテン語の disciple（学
ぶ）であり，多くはキリスト教に象徴されるよう
に，戒律や規律によって人格の陶冶を目指す精神
修養の事をいう。これらは修行僧が自己自身に過
酷な苦行を強い，身体的・精神的限界まで自身を
追い込むことによって悟りを開く世界のことであ
る。Discipline（訓育，訓練，規律）の効用に対
しミッシェル・フーコー100）は身体への服従との
見解を示す。歴史的にフーコーが述べたがごとく，
discipline（訓育，訓練，規律）は修道院の中に，
軍隊の中に，そして仕事場の中に存在した101）。
そして，これらの考え方が修道僧や軍人や職人に
適用されるとき，時間割での行為の磨き上げが成
され，服従的な精神・身体を作り出し，その能力
を一部解離させる。がしかし，他方ではその能力
の 増 大 を 成 す と い う 結 果 も で る。 従 っ て，

“training”の意味する実務的な技術訓練とは分
けて考えなければならない。がしかし，その精神
においては類似性を有する。
　ナイチンゲールは“discipline”が子どもを鞭
打って教育してきた代名詞の様に考えられてきた
ことを否定しながら，“discipline”が決してその
ような教育方法ではなく，道徳的，身体的，精神
的な能力を最大限高めようとする働きかけである
として，自然の法則の中で，その秩序や方法を正
しく理解して行く力を持つようにするためのもの
であると考えた。それはナイチンゲールの「訓練
とはあなた方の中にある財産をあなたがたが活用
するようにすることなのです。」102）と述べた言葉
から理解できよう。ナイチンゲールが述べたよう
に“discipline”は個人の能力を最大限高めよう

とする働きかけであり，その秩序や方法を正しく
理解する為の方法なのであった。つまり，教育が
望ましい形に変容させるといった外形的な形成作
用であるとしたら，訓練は本人に内在する能力を
最大限発揮させることにある。デューイはその発
芽の瞬間を捕らえ，鉄は熱いうちに打たなければ
ならない103）と述べた。子どもの能力がまさに開
化しようとする瞬間を，教育する側が見定めるに
は，かなり高度な能力がいる。その時期に達して
もいないときに特訓しても効果は上がらない。ま
さにその一瞬の教育が必要なのである。その事に
よって習性が固定化される。今，真に子どもの発
芽の瞬間をとらえて教育できる人物の存在は，個
人の教育に必要な存在であり，更にこれに同一視
あるいは模倣する人物が存在すれば，教育におけ
る言葉は少なくて済む。
　デューイは学習の成立に必要な内的動機づけと
もなりえる“興味と訓練”との考察において，自
分の行動を良く考え，熟慮の上で行動にとりかか
るように仕込まれている人は，それだけ訓練され
ているのである104）と述べ，訓練というものは個
人がどう行動するかを熟慮する為に必要な教育で
あると考えた。さらに，こうした訓練によって得
られた能力は，混乱や困難に直面してもなお，賢
明に耐え続ける強い意志力を持たせることができ
るものであると述べ，訓練とは，意のままになる
力，つまり，企てた行動を貫徹する為に有効な手
段を使いこなす事を意味するのである105）と述べ
ている。ゆえに，この訓練という言葉は，手作業
的な日々の単純な訓練ではなかったことは明らか
である。更に，デューイは習慣の外面的効率，思
考を伴わない運動的熟練を達成するために，機械
的な決まり切った作業や反復練習に寄る近視眼的
な方法は，周囲の事物によって成長を故意に閉じ
込め，制限していることをもの語るのである106）

と述べ，訓練の持つ意味を機械的な決まり切った
反復練習という意味から分けて考えている。反復
練習は経験の積み重ねとその蓄積という意味で確
かに効果的である。しかし，この反復練習は単に
決まりきったことをするのではない。常に自己の
技能を評価し，次へのステップにする。そこには
技 能 を 高 め る た め の“ 批 判 的 思 考（critical 
thinking）”がある。訓練の持つ意味は，自制力
や制御力を持つといった意味合いもあり，人格の
陶冶といったようなかなり厳しい意味を持つもの
である。
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　また，カントは訓練又は訓育は動物性を人間性
へ変えていく107）と述べている。彼は「教育を立
案する人達は，人類の現在の状況にではなく，将
来より良き状況に適合するように，言い換えれば
人間性の理念とその全本分とに相応しく教育さる
べきである。」108）と述べたが，看護教育にもこれ
と同様な事がいえる。社会の変革の中でしなやか
に変革し得る教育が今後の看護教育の課題であろ
う。しなやかさとは可塑性であり，可塑性とは先
行の経験から後続の活動を修正する諸要素を獲得
して保持し，持ち越す能力である。一つの経験か
ら次の行動に至るまでの過程で一つの要素を獲得
したらこれを保持し，更に新しい場面では，先の
経験を踏まえた上で行動の軌道修正ができるとい
う事がしなやかな対応である。

■　おわりに

　看護とは， “Nursing  is  not  an  Art but  a 
Character”であると述べたナイチンゲールは“優
れた看護師は優れた女性”であると述べ，優れた
女性は，その知性，倫理，実践において最上のも
のを患者に惜しみなく与える女性であると述べ
た。看護に対する高邁な理想を抱いたナイチン
ゲールが実践した教育方法は見習い制度であり，
現在，徒弟制度を連想させるに相応しい教育方法
であり，もし，その教育で彼女の理想が実現でき
たとしたら，その教育作用はいかなるものなのか
非常に興味深い問題である。そこで，本論では，
イギリスにおける教育の実情とその教育改革運動
も含めながら，ナイチンゲールが実施した“見習
い制度”が，彼女が目指していた教育目的に即し
ていたのかどうか，あるいは，その教育の作用は
彼女が求めていた看護師の育成に適ったもので
あったのかについて検討を加えた。
　“見習い制度”は当時一流とされた教育方法で
あり，それは，経験・感化・訓練の効用を期待し，
その職業に必要な技能の獲得と人間的な成長を目
指すものであった。経験学習の有効性は誰よりも
ナイチンゲールが経験していた。経験とは外界に
働きかける活動の一種であり，その活動が外界と
の相互作用によって均衡を保とうとする。この経
験の蓄積と経験の更新によって学習するというも
のである。また，他者から学ぶという点では協働
することによってより良く影響し合うことが期待
された。訓練とは個人に内在する能力を最大限発

揮するための働きかけであり，人格の陶冶といっ
たようなかなり厳しい意味を持つものである。
よってナイチンゲールの教育実践では，まず良質
の環境が準備され，その中で経験し，感化され，
更に激しく訓練されるという教育作用を十分に意
識し，意図的に教育計画されたものであった。そ
のことにより，ナイチンゲールが構想した看護専
門職者に必要な知識・技術を具有させることがで
き，かつ人間性の向上をめざすことが可能となっ
たのである。“見習い制度”の持つ教育作用，す
なわち，それは実践を伴う“知”の統合である。
その教育効果は大きく，単に思考を伴わない機械
的な反復練習や無意味な束縛といった徒弟制度的
な方法ではない。
　医療の分野で新しい職業として，看護職を発展
させるにはその独自性が主張されなければならな
い。それは医学的管理と対応できる様なあらゆる
水準の健康に関する働きかけである。人間の一生
を考えた場合，個人の幸福の追求や自己実現には，
健康の保持が必要な事はいうまでもない。その為，
人間に関しては身体的・精神的成長や，その内在
する機能の発達を十分に理解する必要がある。さ
らに人の成長・発達に影響を与える環境との関連
について理解していく必要があろう。人間の本質，
人間の生命，人間の生き方，これらは彼女自身の
経験からしても，人間の基本課題である。加えて
看護教育では人々の健康に影響を与える因子につ
いて身体内・外の環境から学ぶ必要がある。その
ための教育の一つが人体の構造と生理学である。
これは，身体内部環境の中の肉体（physical）に
関わる学習である。ナイチンゲールが開始した教
育には当時の医学的要素を含めて，見習い生たち
が具有しなければならない知識・技術，あるいは
経験から理論へのプロセスを含んだ看護学が学問
になるべき要素がふんだんに盛り込まれていた。
　しかしながら，他方，“見習い制度”は教育の
場や教育者の質によってその効果が半減する危険
性も有し，教育を準備する者の目的によっては，
ややもすれば人格を無視した徒弟制度的な教育に
変貌する要素も持っている。貴族主義社会の慣習
を否定しながら，その社会のあらゆる特権を行使
した一人の女性，ナイチンゲールの教育そのもの
が彼女の高い価値規範から生まれたものである。
こうあるべきというナイチンゲールの熱意は一方
において有徳と評価されても，他方において
デューイが述べたように，独り善がりの価値観を
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押し付けたと評価されても仕方がないような一面
もある。絶対的な強制力を持った教育が個人の行
動のみならず，思考をも制限する恐れがある事は

言うまでもない。社会の状況に合わせる事より，
受け継がれた教育方法を遵守する事の方が重要と
いう結果にもなりかねない。
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